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道路交通対策特別委員会の活動経過について、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 活動年月日 

平成２８年９月２７日 報告聴取 

 

２ 活動経過 

(1) 外環道の進捗状況について 

国は、外環道の事業概要や工事の進捗状況について、外環道の沿道住民に対し広く

情報を提供するために、オープンハウスを開催し、７月30日から８月６日の期間で、

外環道沿線６区市の７会場において、461名の来場があり、杉並区では、８月５日に西

荻地域区民センターで開催され、69名の来場があったとのこと。 

オープンハウスでは、パネルや模型を用いた外環道の進捗状況の説明や、家屋調査

の方法、地中拡幅部の概要説明等があり、会議での主な意見として、外環の事業概要、

地中拡幅、家屋調査に関することや環境に関することなどがあったとのこと。 

 

(2) エイトライナー促進協議会の活動について 

７月 27日にエイトライナー促進協議会第 23回総会が板橋区において開催され、

平成 27年度活動実績報告、平成 27年度歳入・歳出決算報告、平成 28年度事業計画、

平成 28年度歳入・歳出予算についての４議案を審議し、全て了承されたとのこと。 

平成 28年度事業計画については、４月 20日に交通政策審議会において新たな答

申が示されたことにより、それに対応するため、「実現に向けた今後の対応について」

と「促進協議会の活動方針及び体制の検討について」を決定したとのこと。 

活動報告については、昨年度の活動と新たに示された交通政策審議会の答申内容

と今後の対応などの報告があったとのこと。 



 

(3) （仮称）杉並区自転車ネットワーク計画について 

① 検討の背景について 

杉並区の全交通事故における自転車が関与する割合が依然高い状況や、道路交

通法改正により、通行区分違反などを繰り返す自転車利用者に自転車運転講習の

受講を義務づけたことなどを踏まえ、今まで実施していた自転車運転における指

導及び啓発活動にあわせ、安全な自転車走行空間の整備を進めるため、本年度に

（仮称）杉並区自転車ネットワーク計画を策定するとのこと。 

② 計画の内容について 

ア 基本方針、計画目標の設定 

イ 自転車ネットワーク路線の選定 

ウ 整備形態の検討 

③ 計画の位置づけと活用について 

今回の計画は、まちづくり基本方針の道路・交通体系整備方針を具体化すると

いう位置づけであり、策定後、自転車ネットワーク路線において、車道左側を通

行するような路面表示を施し、自転車関与事故件数の減少を目指すものであり、

この取り組みを区民に周知することなどを目的として、年内にモデルケースとし

て自転車走行空間を整備するとのこと。 

④ 今後のスケジュール（予定）について 

12月に計画案策定、当該委員会に報告し、パブリックコメントを実施するとの

こと。 

第１回定例会においてパブリックコメントを踏まえた計画を当該委員会に報告

し、公表の予定であるとのこと。 

  

以上のとおり、３件の報告を聴取し、質疑応答を行いました。 

 

以上 


